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12
月
定
例
会
議
は
、
12
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
の
８
日

間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議

案
は
４
年
度
補
正
予
算
な
ど
11
件
で
、
全
議
員
の
賛
成
で

原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

価格高騰が続く混合飼料を食べる乳用牛

定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

一般会計補正予算を可決
畜産生産資材価格等高騰対策事業他…

会計名 補正額 補正後の予算額
一般会計

（第４号） 3億7287万円 94億7242万円
国民健康保険事業

（第１号) 1385万円 8億5931万円
農業集落排水事業

（第２号） 　0万円 2億2918万円

病院事業（第１号）
収益的支出

1142万円 11億5998万円
資本的支出

0万円 1億9209万円

水道事業（第１号）
収益的支出

△42万円 1億9441万円
資本的支出

△891万円 1億3153万円

主な使いみち
　■ 酪農家・和牛農家への緊急支援給付金 ………… 1億300万円
　■ 燃料等価格高騰緊急支援給付金 …………………… 5606万円
　■ 水道料金緊急支援事業 ……………………………… 1560万円
　■ 下水道使用料緊急支援事業 …………………………… 660万円
　■ 子育て世帯への臨時特別給付金  …………………… 1042万円
　■ コロナワクチン接種の費用 ………………………… 2470万円
　■ ８月豪雨災害の災害復旧費 ………………………… 8199万円

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や
社
会

情
勢
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
が
高
騰
し
、
住
民
の
生
活

を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
畜
産
生
産
資
材
価

格
の
高
騰
か
ら
畜
産
業
を
営

む
農
家
も
経
営
は
厳
し
い
状

況
に
あ
り
、
酪
農
家
や
和
牛

農
家
の
団
体
か
ら
緊
急
支
援

給
付
金
の
要
望
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

今
回
の
補
正
予
算
は
、
畜
産

生
産
資
材
価
格
等
高
騰
対
策

事
業
他
、
燃
料
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
事
業
や
水
道

料
金
緊
急
支
援
事
業
な
ど
の

物
価
高
騰
に
対
す
る
緊
急
支

援
事
業
に
つ
い
て
計
上
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
畜
産
業
を
営
む
個
人
又
は

法
人
に
対
し
、
令
和
４
年
分

の
対
象
経
費(

肥
料
費
、
飼

料
費
、
動
力
光
熱
費)

の
合

計
か
ら
令
和
３
年
分
の
対
象

経
費
の
合
計
を
差
し
引
い
た

額
の
４
分
１
を
補
助
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。(

上
限

は
２
０
０
万
円)

畜
産
生
産
資
材
価
格
等

　
高
騰
対
策
事
業

燃
料
等
価
格
高
騰

　
緊
急
支
援
給
付
金
事
業

い
わ
て
子
育
て
世
帯

　
臨
時
特
別
支
援
給
付
事
業

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

　
緊
急
支
援
事
業

町道茶屋場田子線につながる
工事中の新庁舎南側エントランス

補正予算の主な内容

　

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

に
よ
る
負
担
増
を
踏
ま
え
、

特
に
家
計
への
影
響
が
大
き
い

非
課
税
世
帯
を
対
象
と
し
て

１
世
帯
あ
た
り
５
万
円
の
給

付
金
を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

　
子
育
て
世
帯
（
児
童
手
当

受
給
者
）
を
対
象
と
し
て
実

施
し
た
特
別
支
援
金
給
付
事

業
の
第
二
弾
と
し
て
、
就
学

前
児
童
に
対
す
る
上
乗
せ
と

給
付
対
象
を
高
校
生
ま
で
拡

大
し
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り

１
万
５
千
円
（
就
学
前
児
童

３
万
円
）
を
給
付
す
る
も
の

で
す
。

　
上
下
水
道
を
使
用
し
て
い

る
世
帯
を
対
象
に
、
基
本
料

金
の
３
カ
月
分
を
町
が
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
水
道
未
普
及
地
域

の
世
帯
も
対
象
と
な
り
、
基

本
料
金
の
、
３
カ
月
分
相
当

額
を
町
が
支
援
す
る
も
の
で

す
。

◇
一
般
会
計
（
第
４
号
）

　
３
億
７
２
８
７
万
円
追
加

し
、
総
額
を
94
億
７
２
４
２

万
円
と
し
ま
し
た
。

◇
国
民
健
康
保
険
事
業
（
第

１
号
）

　

１
３
８
５
万
円
追
加
し
、

総
額
を
８
億
５
９
３
１
万
円

と
し
ま
し
た
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
（
第

２
号
）

　

予
算
額
に
変
更
は
無
く
、

歳
出
内
容
を
変
更
し
ま
し
た
。

◇
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

（
第
１
号
）

　
収
益
的
支
出
に
１
１
４
２

万
円
追
加
し
、
総
額
を
11
億

５
９
９
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

◇
水
道
事
業
（
第
１
号
）

　
収
益
的
支
出
を
42
万
円
減

額
し
、
総
額
を
１
億
９
４
４

１
万
円
に
、
資
本
的
支
出
を

８
９
１
万
円
減
額
し
、
総
額

１
億
３
１
５
３
万
円
と
し
ま

し
た
。

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
改
正

　
国
に
準
じ
て
、
一
般
職
の

給
与
月
額
を
平
均
０
・
３
㌫

引
き
上
げ
。

　
一
般
職
の
勤
勉
手
当
、
議

会
議
員
、
常
勤
特
別
職
の
期

末
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ
０
・
05

月
分
引
き
上
げ
。

●
町
立
公
民
館
設
置
条
例
の

改
正

　
新
庁
舎
に
設
置
さ
れ
た
会

議
室
の
使
用
料
等
を
規
定
。

●
町
立
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
等
条
例
の
改
正

　
江
刈
馬
渕
自
治
会
館
を
追

加
。

●
若
者
定
住
支
援
住
宅
条
例

の
制
定

　
「
定
住
促
進
住
宅
条
例
」

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
子
育

て
支
援
住
宅
条
例
」
を
「
若

者
定
住
支
援
住
宅
条
例
」
に

一
本
化
。

●
新
庁
舎
建
設
工
事(

南
側

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
及
び
進
入

路)

の
変
更
契
約

　
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
設

置
等
に
よ
り
、
契
約
金
額
を

９
３
７
２
万
円
増
額
し
、
２

億
８
４
３
５
万
円
に
変
更
。

◇
契
約
相
手　
株
式
会
社
錢

高
組
東
北
支
店(

仙
台
市)

●
盛
岡
広
域
環
境
組
合
の
設

置
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
盛
岡
広
域
環
境
組
合
を
盛

岡
広
域
８
市
町
で
設
置
し
、

盛
岡
市
内
に
ご
み
処
理
施
設

を
建
設
の
う
え
管
理
運
営
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

　
８
市
町
で
は
、
平
成
27
年

に
策
定
し
た
「
県
央
ブ
ロ
ッ

ク
ご
み
・
し
尿
処
理
広
域
化

基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、
圏

域
内
の
既
存
の
ご
み
焼
却
施

設
を
１
カ
所
に
集
約
し
て
、

建
設
費
・
管
理
経
費
節
減
に

努
め
な
が
ら
、
令
和
14
年
度

か
ら
広
域
処
理
を
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

補

正

予

算

条

例

契

約

変

更

そ

の

他
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輝くふるさと常任委員会輝くふるさと常任委員会

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）
は
、

付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
12
月
６
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

山
崎
委
員　
畜
産
生
産
資
材

価
格
等
高
騰
対
策
事
業
費
の

補
助
対
象
農
家
戸
数
、
補
助

対
象
生
産
資
材
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
伺
う
。　

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
乳
用
牛
酪
農
家
約
１
０
０

戸
、
肉
用
牛
農
家
約
60
戸
。

対
象
と
な
る
資
材
は
申
告
時

に
経
費
と
し
て
計
上
し
て
い

る
、
肥
料
費
、
飼
料
費
、
動

力
光
熱
費
を
補
助
対
象
経
費

と
す
る
も
の
。

山
崎
委
員　
こ
の
補
助
金
の

今
後
の
手
続
き
な
ど
流
れ
に

つ
い
て
伺
う
。　

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
補
正
予
算
可
決
後
早
急
に

周
知
し
、
交
付
申
請
受
付
を

行
う
。
支
払
い
は
概
算
払
と

精
算
払
の
２
回
。
交
付
決
定

後
支
払
う
た
め
、
早
い
方
は

概
算
払
が
１
月
中
、
精
算
払

が
３
月
を
想
定
。
最
終
的
に

は
４
月
末
ま
で
に
支
払
い
を

終
了
で
き
る
よ
う
想
定
。

辰
柳
委
員　
年
内
に
補
助
金

を
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。
ま
た
、
農
家
の
実
態

把
握
及
び
補
正
に
至
っ
た
経

緯
を
伺
う
。

副
町
長　
農
林
水
産
省
が
出

し
て
い
る
資
材
の
上
昇
指
数

を
基
に
３
年
と
４
年
の
申
告

時
の
資
材
に
係
る
経
費
を
比

較
し
２
０
０
万
円
を
上
限
に

交
付
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

緊
急
を
要
す
る
こ
と
か
ら
概

算
払
い
で
で
き
る
だ
け
早
く

支
払
い
た
い
。
な
お
、
そ
れ

ぞ
れ
の
農
家
の
規
模
に
応
じ

た
標
準
的
経
費
の
数
値
に
基

づ
き
概
算
払
い
し
、
３
年
と

４
年
の
申
告
を
比
較
し
実
態

に
合
っ
た
精
算
払
い
を
実
施

す
る
も
の
。

畜
産
生
産
資
材
価
格
等

高
騰
対
策
事
業
に
つ
い
て

燃
料
等
価
格
高
騰
緊
急

支
援
事
業
に
つ
い
て

上
下
水
道
料
金
緊
急

支
援
事
業
に
つ
い
て

小
中
学
校
の
電
気
料

及
び
燃
料
費
に
つ
い
て

商
工
業
者
へ
の
支
援

に

つ

い

て

遠
藤
委
員　
基
本
料
金
３
カ

月
分
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
給

付
さ
れ
る
か
伺
う
。

建
設
水
道
課
長　
水
道
利
用

者
の
水
道
基
本
料
金
１
月
か

ら
３
月
ま
で
の
３
カ
月
分
を

町
が
支
援
す
る
も
の
。

　
な
お
、
水
道
未
普
及
地
域

の
方
々
に
も
同
様
に
基
本
料

金
の
３
カ
月
分
相
当
に
つ
い

て
給
付
す
る
も
の
。
給
付
に

遠
藤
委
員　
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支

援
給
付
金
の
具
体
的
な
内
容

や
給
付
さ
れ
る
時
期
に
つ
い

て
伺
う
。

健
康
福
祉
課
長　
住
民
税
非

課
税
世
帯
を
対
象
と
し
て
５

万
円
を
給
付
す
る
も
の
。
早

け
れ
ば
12
月
中
旬
に
１
回
、

12
月
下
旬
に
１
回
支
給
し
、

年
内
に
８
割
程
度
支
給
で
き

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

つ
い
て
は
早
急
に
進
め
る
。

近
藤
委
員　
電
気
料
金
は
今

後
さ
ら
に
値
上
が
り
す
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
今
後
の
見

込
み
や
対
策
を
伺
う
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
今
回
の

補
正
予
算
は
値
上
が
り
な
ど

を
加
味
し
、
３
月
ま
で
見
込

ん
だ
金
額
を
計
上
し
て
い
る
。

近
藤
委
員　
燃
料
費
の
今
後

の
見
込
み
に
つ
い
て
も
伺
う
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
灯
油
代

な
ど
の
燃
料
費
に
つ
い
て
も

３
月
ま
で
の
使
用
を
試
算
し

計
上
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら

に
価
格
が
高
騰
し
た
場
合
は

３
月
補
正
で
対
応
す
る
。

遠
藤
委
員　
エ
ン
ジ
ョ
イ
チ

ケ
ッ
ト
が
数
日
で
完
売
し
た

と
の
こ
と
だ
が
、
非
常
に
厳

し
い
商
工
業
者
に
対
し
て
の

支
援
を
伺
う
。

副
町
長　

エ
ン
ジ
ョ
イ
チ

ケ
ッ
ト
は
１
月
末
ま
で
利
用

可
能
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

年
末
の
活
用
が
期
待
で
き
る

も
の
。
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
は
協
議
の
上
進
め
る
。

物価高騰の折、水道料金３カ月分を支援

議案等
番　号 件名と主な内容 議決

結果 賛否

要望
要　望
第５号

農業資材高騰に関する要望書…和牛繁殖農家の経営が
厳しいことから、緊急支援給付金の給付を要望 採択 全員賛成

要　望
第６号

農業資材高騰に関する要望書…酪農家の経営が厳しい
ことから、緊急支援給付金の給付を要望 採択 全員賛成

令和４年度：補正予算
議　案
第38号

一 般 会 計（ 第 ４ 号 ）…3億7287万円増額し、94億
7242万円に 可決 全員賛成

議　案
第39号

国民健康保険事業勘定特別会計(第１号)…1385万円増
額し、8億5931万円に 可決 全員賛成

議　案
第40号

農業集落排水事業特別会計(第２号)…予算額に変更は
無く、歳出内容を変更 可決 全員賛成

議　案
第41号

国民健康保険病院事業会計（第１号）…収益的支出に
1142万円増額し、11億5998万円に 可決 全員賛成

議　案
第42号

水道事業会計（第１号）…収益的支出を42万円減額し、
1億9441万円に　資本的支出を891万円減額し、1億
3153万円に

可決 全員賛成

条例改正

議　案
第43号

一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正…国の人
事院勧告に準じ、一般職の職員の給与・勤勉手当、議会
の議員及び常勤特別職の職員の期末手当を引き上げ

可決 全員賛成

議　案
第44号

町立公民館設置条例の一部改正…新庁舎に設置された
会議室の使用料等を規定 可決 全員賛成

議　案
第45号

町立コミュニティセンター等条例の一部改正…江刈馬
渕自治会館を追加 可決 全員賛成

議　案
第46号

町若者定住支援住宅条例…「定住促進住宅条例」「いらっ
しゃい葛巻子育て支援住宅条例」を「若者定住支援住
宅条例」に一本化

可決 全員賛成

契約

議　案
第48号

新庁舎建設工事の変更請負契約の締結に関し議決を求
めること…南側エントランス及び進入路の工事
変更後の金額：2億8435万円、相手方：株式会社錢高
組東北支店

可決 全員賛成

その他

議　案
第47号

盛岡広域環境組合の設置に関し議決を求めること…盛岡
広域環境組合を盛岡広域８市町で設置し、盛岡市内にご
み処理施設を建設のうえ管理運営しようとするもの

可決 全員賛成

※議長は採決に加わりません。

議  員  議  員  のの  判  断 判  断
〈議決結果〉

くずまきテレビくずまきテレビ
録画放送の予定録画放送の予定

月　日 時　間 内　容

１月13日（金） ９時～ 議案説明、一般質問
17時～ 議案審査、審議結果

１月14日（土） ９時～ 議案審査、審議結果
17時～ 議案説明、一般質問

１月15日（日） ９時～ 議案説明、一般質問
17時～ 議案審査、審議結果

議会活動報告
●盛岡地区広域消防
　組合議会11月定例会
・出席者
　　辰柳敬一議員　
・期日
　　11月８日(火)
・場所
　　盛岡地区広域消防組合
・議案
　　４年度補正予算１件
　　３年度決算１件
・議決結果
　　全議案可決

●盛岡北部行政事務組
　合議会第２回定例会
・出席者
　　姉帯春治議員
　　山崎邦廣議員
　　近藤　聖議員
・期日
　　10月25日(火)
・場所
　　八幡平市役所
・議案
　　４年度補正予算２件
　　３年度決算２件
　・議決結果
　　全議案可決
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今ここが
聞きたい

　12月５日、４議員が一般質問
を行いました。
　一般質問は、町の行政全般にわ
たり、事務の執行状況や将来の方
針などを幅広い視点から報告や説
明を求め質問します。　　　　
　議員の質問できる時間は、１時
間以内です。議事録の内容は、町
のホームページと議会事務局で閲
覧できます。

8ぺージ
山崎　邦廣 議員
１．自然災害に対する今後

の考え方について

9ぺージ
辰柳　敬一 議員
１．江刈中学校体育館につ

いて
２．畜産バイオマス発電に

ついて

10ぺージ
柴田　勇雄 議員
１．令和５年度当町の主要

事業等について
２．新庁舎用物品購入に係

る調達等について

11ぺージ
近藤　　聖 議員

１．くずまき型ＤＭＯの活動
内容について

２．葛巻町文化財行政につい
て

Next p
age
一般質問

課題の解決を探る 行政視察研修
輝くふるさと常任委員会

　
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会(

鈴
木
満
委
員
長) 

は
、
10
月

30
日
、
31
日
の
両
日
、
北
海
道
の
上
士
幌
町
、
池
田
町
、
鹿

追
町
の
三
町
を
視
察
し
、
公
営
育
成
牧
場
や
町
営
ブ
ド
ウ
栽

培
・
ワ
イ
ン
醸
造
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
に
よ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組
み
な
ど
を

研
修
し
ま
し
た
。

　
上
士
幌
町
は
十
勝
平
野
の

北
端
に
位
置
し
、
人
口
約
４

９
０
０
人
、
面
積
約
６
９
０

平
方
㌖
で
、
畑
作
と
畜
産
を

中
心
と
す
る
農
業
が
盛
ん
な

町
で
す
。

　
上
士
幌
町
で
は
公
共
育
成

牧
場「
ナ
イ
タ
イ
高
原
牧
場
」

を
視
察
し
ま
し
た
。

　
牧
場
用
地
は
採
草
地
が
お

よ
そ
４
８
０
㌶
、
放
牧
地
が

お
よ
そ
５
１
０
㌶
で
総
面
積

は
１
７
０
０
㌶
あ
り
、
牧
場

の
収
容
能
力
は
２
３
０
０
頭

で
、
育
成
牛
の
預
託
管
理
を

主
な
業
務
と
し
、
地
元
農
協

が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理

し
て
い
ま
す
。

　
牧
場
に
は
雄
大
な
眺
望
と

食
を
提
供
す
る
観
光
施
設
が

整
備
さ
れ
、
町
内
の
「
道
の

駅
」
と
合
わ
せ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
法
人

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
町
の
担
当
者
か
ら
は
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
み
に
つ
い
て
、

資
源
循
環
型
農
業
や
太
陽

光
・
家
畜
ふ
ん
尿
バ
イ
オ
ガ

ス
発
電
、
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど

の
「
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
」
の
推
進
状
況
を
伺
い
ま

し
た
。

公
営
牧
場
の
運
営

上か
み

士し

幌ほ
ろ

町ち
ょ
う

　
池
田
町
は
十
勝
平
野
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
、
人
口
約

６
２
０
０
人
、
面
積
約
３
７

０
平
方
㌖
の「
十
勝
ワ
イ
ン
」

で
知
ら
れ
て
い
る
町
で
す
。

　

池
田
町
で
は
「
ブ
ド
ウ
・

ブ
ド
ウ
酒
研
究
所
」
を
視
察

し
ま
し
た
。

　
同
町
は
１
９
６
３
年
に
日

本
初
と
な
る
自
治
体
経
営
ワ

イ
ナ
リ
ー
と
し
て
、
ヤ
マ
ブ

ド
ウ
か
ら
ワ
イ
ン
を
製
造
す

る
と
こ
ろ
か
ら
事
業
を
始
め

て
い
ま
す
。

　
池
田
町
が
ブ
ド
ウ
栽
培
と

ワ
イ
ン
の
醸
造
を
開
始
し
た

の
は
、
葛
巻
町
が
取
組
む
23

年
前
で
あ
り
、
先
進
の
取
組

み
を
推
進
し
て
き
た
ワ
イ
ン

醸
造
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

研
修
で
き
ま
し
た
。

　
鹿
追
町
は
十
勝
平
野
の
北

西
部
に
位
置
し
、
農
業
と
観

光
を
基
幹
産
業
と
す
る
町
で
、

人
口
約
５
３
０
０
人
、
面
積

約
４
０
０
平
方
㌖
で
、
酪
農

と
畑
作
が
主
体
の
農
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
視
察
先
の

「
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
」
は
、

家
畜
ふ
ん
尿
や
家
庭
生
ご
み

な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
よ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン

ト
を
核
と
し
た
施
設
で
、
処

理
能
力
は
成
牛
換
算
一
日
１

８
７
０
頭
分
で
、
町
内
２
基

目
の
プ
ラ
ン
ト
で
は
処
理
能

力
は
成
牛
換
算
一
日
３
０
０

０
頭
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
の
処
理
過
程
で
生
産

さ
れ
る
「
消
化
液
」
は
有
機

肥
料
と
し
て
地
力
の
向
上
と

町
内
の
臭
気
改
善
に
役

立
っ
て
お
り
、
バ
イ
オ

ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
利

用
す
る
電
気
や
蒸
気
・

温
水
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
施
設
内
の
チ
ョ
ウ
ザ

メ
飼
育
や
マ
ン
ゴ
ー
栽

培
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
発
電
の
余
剰

分
は
売
電
さ
れ
て
お
り
、

町
内
で
循
環
す
る
先
進

的
な
「
資
源
循
環
型
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ブ
ド
ウ
栽
培

　
　
ワ
イ
ン
醸
造

池い
け

田だ

町ち
ょ
う

バ
イ
オ
ガ
ス

　
　
　
プ
ラ
ン
ト

鹿し
か

追お
い

町ち
ょ
う

議会では、行政視察や政務調査の費用の一部にあてるため、議員報酬を積み立てて使用しています。

鹿追町のバイオガスプラントを
視察する町長（左から２人目）と議員

３町議会議員協議会研修会３町議会議員協議会研修会
（一戸町・岩手町・葛巻町）（一戸町・岩手町・葛巻町）

　
３
町
の
議
会
議
員
が
一
同

に
会
し
、
相
互
の
研
修
と
情

報
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
た
研
修
会
が
、
２
年
ぶ

り
に
岩
手
町「
プ
ラ
ザ
あ
い
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
催
地
の
岩
手
町
佐
々
木

光
司
町
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
循
環
型
社

会
形
成
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
取
り
組
む
べ
き
内
容

に
つ
い
て
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。

　
講
演
会
終
了
後
は
、
会
場

を
総
合
運
動
公
園
に
移
し
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ス

ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
を
体

験
し
ま
し
た
。

　
「
モ
ル
ッ
ク
」
と
は
木
製

の
棒
を
、
４
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

離
れ
た
場
所
に
建
て
た
「
ス

キ
ッ
ト
ル
」
と
い
う
木
製
の

ピ
ン
を
倒
し
、
点
数
を
競
う

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

で
き
る
簡
単
な
ス
ポ
ー
ツ
と

い
う
こ
と
で
、
秋
晴
れ
の
中
、

楽
し
み
な
が
ら
、
議
員
相
互

の
交
流
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
…
世
界
中

に
あ
る
環
境
問
題
・
差
別
・

貧
困
・
人
権
問
題
と
い
っ
た

課
題
を
世
界
み
ん
な
で
解
決

し
て
い
こ
う
と
す
る
持
続
可

能
な
開
発
目
標
の
取
り
組
み

モ
ル
ッ
ク
体
験
に
臨
む
参
加
者
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冬
は
寒
く
夏
は
暑
い

と
い
う
厳
し
い
状
況
を
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
を
伺
う
。

　
　
　
国
の
イ
ン
フ
ラ
長
寿

命
化
計
画
や
文
部
科
学
省
の

学
校
施
設
の
集
約
化
・
共
同

利
用
施
策
を
受
け
、
学
校
施

設
の
共
同
利
用
や
冷
暖
房
設

備
の
整
備
を
進
め
て
き
た
。

　
体
育
館
に
暖
房
設
備
が
整

備
さ
れ
て
い
る
学
校
を
除
く

４
校
に
は
大
型
ス
ト
ー
ブ
を

整
備
し
、
令
和
２
年
度
に
は

大
型
扇
風
機
を
購
入
し
て
全

校
に
配
備
し
、
対
応
し
て
い

る
。

　
　
　
災
害
時
の
避
難
場
所

と
し
て
も
大
事
な
施
設
と
考

え
る
が
、
今
後
改
築
な
ど
の

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

平
成
27
年
度
に
は
、

江
刈
中
学
校
校
舎
の
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
財
源
と
し
て
「
学
校
施

設
環
境
改
善
交
付
金
」と「
全

議
員

町
長

議
員

町
長

　
　
　
北
海
道
の
先
進
地
視

察
の
感
想
と
葛
巻
町
で
の
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

　
　
　
乳
牛
導
入
１
３
０
年

と
い
う
節
目
の
年
に
、
酪
農

と
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

先
進
地
を
視
察
で
き
た
こ
と

は
、
意
義
深
く
大
変
参
考
に

な
っ
た
。

　
家
畜
排
せ
つ
物
の
適
正
処

理
は
、
本
町
で
も
課
題
だ
が
、

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
温
室
栽

培
事
業
等
へ
の
有
効
活
用
で

議
員

町
長

　
　
　
小
規
模
河
川
、
急
傾

斜
地
で
の
地
滑
り
や
土
石
流

対
策
を
伺
う
。

　
　
　
土
砂
災
害
の
危
険
区

域
は
町
内
で
３
４
６
カ
所
が

指
定
を
受
け
て
い
る
。

　
近
年
の
地
球
規
模
で
の
異

常
気
象
に
よ
り
、
当
町
に
お

い
て
も
大
規
模
な
自
然
災
害

が
考
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
４
年
８
月
に
は
、
短
時
間

局
地
豪
雨
に
よ
り
国
道
や
県

道
、
町
道
や
河
川
に
被
害
を

受
け
て
い
る
。

　
町
で
は
、
危
険
個
所
を
解

消
す
る
た
め
、砂
防・
治
水
対

策
を
県
に
継
続
し
て
要
望
し
、

そ
の
対
策
も
進
ん
で
き
て
い

る
が
、
全
て
の
個
所
に
防
災

対
策
を
講
ず
る
に
は
多
く
の

費
用
と
時
間
を
要
す
る
た
め
、

「
減
災
対
策
」
を
含
め
て
取

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
道
路
・
河
川

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
工
事
の
現

況
確
認
の
際
に
危
険
個
所
の

議
員

町
長

山
やま

崎
ざき

　邦
くに

廣
ひろ

 議員

状
況
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、

関
係
団
体
と
連
携
し
「
土
砂

災
害
危
険
個
所
点
検
パ
ト

ロ
ー
ル
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
排
水
溝
や
暗
渠
な
ど

の
排
水
能
力
向
上
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
排
水
路
の

形
状
や
構
造
の
見
直
し
が
必

要
な
箇
所
は
災
害
復
旧
時
に

整
備
し
て
き
た
が
、
今
後
も

必
要
な
箇
所
や
老
朽
化
し
て

い
る
構
造
物
に
つ
い
て
も
取

組
ん
で
い
く
。

議
員

 

建
設
水
道
課
長

一般質問

問

答

予測難しい自然災害対策は

県・町連携のもと防災減災を推進

一般質問

被
害
防
止
事
業

県

と

の

連

携

情
報
伝
達
強
化

辰
たつ

柳
やなぎ

 敬
けい

一
いち

 議員

国
防
災
事
業
債
」
を
活
用
し

て
お
り
、「
補
助
金
等
に
係

る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に

関
す
る
法
律
」
が
適
用
さ
れ
、

原
則
10
年
間
は
財
産
処
分
や

目
的
外
利
用
が
出
来
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
令
和
８
年
度
以
降
で
な
け

れ
ば
改
築
な
ど
の
事
業
に
取

り
掛
か
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
新
た
な
学
校
施
設
整
備
に

つ
い
て
は
、
国
の
意
向
を
踏

ま
え
な
が
ら
今
後
の
児
童
・

生
徒
数
の
推
移
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
な
ど
を
総
合
的
に
踏

ま
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

問

答

江刈中体育館の防寒防暑対策は

大型ストーブ・扇風機で対応

江
刈
中
体
育
館
に
つ
い
て

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て

局地的豪雨による土砂の流出
（４年８月：小田地区）

氷点下のなか体育の授業をする江刈中生徒

新
た
な
産
業
や
雇
用
に
繋
げ

る
シ
ス
テ
ム
を
実
現
し
た
い

と
考
え
事
業
を
進
め
て
き
た
。

　
「
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
」

で
の
特
色
の
一
つ
が
「
畜
糞

バ
イ
オ
マ
ス
施
設
に
よ
る
地

域
内
へ
の
熱
源
供
給
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」
で
あ
っ
た
が
、

酪
農
家
か
ら
の
十
分
な
賛
同

が
得
ら
れ
ず
町
全
体
で
の
事

業
化
に
至
っ
て
い
な
い
。
今

後
引
き
続
き
、
実
現
の
た
め

に
調
査
や
調
整
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
北
海
道
上
士
幌
町
で

は
事
業
が
軌
道
に
乗
っ
て
い

る
。「
新
葛
巻
型
酪
農
構
想
」

の
推
進
状
況
は
。

　
　
　

　
平
成
26
年
度
の
策
定
以
来

５
事
業
を
進
め
て
き
た
。「
畜

糞
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
」
が
構

想
ど
お
り
に
進
ん
で
い
な
い

主
な
要
因
は
、
施
設
の
容
量

不
足・利
用
料
金
へ
の
不
満・

運
営
主
体
へ
の
意
思
統
一
不

足
と
考
え
ら
れ
、
今
後
の
事
業

推
進
の
課
題
と
考
え
て
い
る
。

議
員

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長

　
　
　
土
砂
災
害
対
策
施
設

整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
今
年
度
は
砂
防
事
業

１
カ
所
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
事
業
１
カ
所
、
治
山
事
業

３
カ
所
、
河
川
改
修
事
業
１

カ
所
に
つ
い
て
、
県
に
要
望

を
継
続
し
て
い
る
。

　
こ
の
取
組
み
に
よ
り
、
平

成
28
年
に
土
石
流
被
害
を
受

け
た
平
船
地
区
は
令
和
３
年

度
に
事
業
が
完
成
し
、
要
望

の
治
山
事
業
の
う
ち
、
２
カ

議
員

町
長

所
は
今
年
度
か
ら
落
石
防
止

工
事
に
着
手
、
河
川
改
修
事

業
は
令
和
２
年
度
か
ら
工
事

が
着
手
さ
れ
て
い
る
。

　
併
せ
て
、
町
議
会
、
盛
岡

広
域
振
興
局
土
木
部
・
岩
手

土
木
セ
ン
タ
ー
、
町
担
当
課

に
お
い
て
年
２
回
、
危
険
個

所
等
の
協
議
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
県
・
町
が
そ
れ
ぞ
れ

の
所
管
に
つ
い
て
相
互
に
連

携
し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　
新
た
な
危
険
個
所
の

周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

議
員

　
　
　
土
砂
災
害
危
険
個
所

の
指
定
は
県
が
所
管
し
、
指

定
の
際
は
町
へ
通
知
・
照
会

が
あ
り
、
地
域
住
民
へ
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
指
定
さ
れ
た
新
た
な
危
険

個
所
に
つ
い
て
は
広
報
や
く

ず
ま
き
テ
レ
ビ
、
ラ
イ
フ
ビ

ジ
ョ
ン
に
よ
り
情
報
を
伝
達

す
る
ほ
か
、
町
総
合
防
災
訓

練
な
ど
の
機
会
も
活
用
し
、

周
知
に
取
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
全
戸
に
配
布
し
て

い
る
「
防
災
マ
ッ
プ
」
の
情

報
更
新
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ

に
よ
る
「
防
災
マ
ッ
プ
」
配

信
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

町
長

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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く
ず
ま
き
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
成
果

は
。

　
　
　
く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

は
、
観
光
を
切
り
口
と
し
て

地
域
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拡
大
や
雇
用
創

出
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
等

を
目
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
「
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

で
は
、
サ
イ
ク
ル
マ
ッ
プ
制

作
、
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
の
配
置
、
サ
イ
ク
ル
フ
ォ

ト
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
の
開
催
な

ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
交
流
人
口
が

激
減
し
、
利
用
は
低
調
で

あ
っ
た
が
、
今
後
の
観
光
需

要
の
回
復
に
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
今
後
の
利
用
向
上
と

そ
の
波
及
効
果
を
ど
の
よ
う

に
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
国
の
「
自
転
車
活
用

推
進
法
」、
岩
手
県
の
「
地

方
版
自
転
車
活
用
推
進
計

議
員

町
長

議
員

町
長

　
　
　

今
後
町
内
の
神
社
・

お
社
の
保
守
と
維
持
活
動
は

十
分
か
。

　
　
　
町
内
指
定
文
化
財
は

天
然
記
念
物
17
点
、
有
形
指

定
文
化
財
18
点
そ
の
う
ち
神

社
・
社
は
「
馬
渕
神
社
」
１

社
で
あ
る
。
町
内
で
１
７
２

議
員

町
長

　
　
　
新
年
度
当
町
で
開
催

予
定
の
主
な
事
業
・
イ
ベ
ン

ト
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
再
拡
大
す
る
中
、

今
後
の
状
況
が
不
透
明
で
は

あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
例

年
ど
お
り
の
行
事
・
イ
ベ
ン

ト
を
予
定
し
て
い
る
。

　
併
せ
て
、屋
外
で
の
行
事・

イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
新

庁
舎
建
設
工
事
・
２
期
工
事

と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

屋
内
で
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
新
庁
舎
「
く

ず
ま
～
る
」、
特
に
も
「
ま
き

×
ま
き
ホ
ー
ル
」
を
利
用
し

た
新
た
な
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

議
員

町
長

る
指
名
競
争
入
札
参
加
者
の

資
格
及
び
指
名
に
関
す
る
規

程
」
に
お
い
て
、
指
名
競
争

入
札
の
参
加
者
を
指
名
す
る

と
き
は
、
物
品
購
入
等
に
係

る
資
格
者
の
う
ち
か
ら
行
う

も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
資
格
者
と
は
、
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
書
を
提

出
し
た
業
者
で
あ
っ
て
、
資

格
審
査
を
経
て
資
格
基
準
に

適
合
す
る
と
認
め
ら
れ
た
業

者
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
事
務
手
続
き
の

状
況
な
ど
か
ら
、
備
品
等
の

物
品
を
取
扱
う
町
内
業
者
か

ら
は
、
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
残
念
な
こ
と
で
は

あ
る
が
購
入
実
績
は
無
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
少
額
の
契
約
（
80

万
円
以
下
）
に
つ
い
て
は
、

競
争
入
札
に
よ
ら
な
い
随
意

契
約
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
入
札
参
加
資

格
を
有
し
な
い
町
内
業
者
か

ら
の
調
達
は
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
新
庁
舎
管
理
経
費
の

動
向
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
新
庁
舎
で
の
業
務
が
、

11
月
に
供
用
開
始
し
た
ば
か

り
で
あ
る
の
で
、
詳
細
な
管

理
経
費
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
は
把
握
し
か
ね
る

も
の
で
あ
る
が
、
新
庁
舎
の

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、「
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま

ち
」
に
相
応
し
い
環
境
に
配

慮
し
た
庁
舎
を
コ
ン
セ
プ
ト

に
掲
げ
て
い
る
。

　
太
陽
光
発
電
に
よ
る
給
電

で
平
日
日
中
の
消
費
電
力
の

議
員

町
長

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

一般質問 一般質問

新
年
度
の
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
等

新
庁
舎
用
の
物
品
購
入

新
庁
舎
用
管
理
経
費

近
こん

藤
どう

　聖
きよし

 議員

画
」
を
受
け
、
今
後
自
転
車

利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
利

用
向
上
と
集
客
に
力
を
入
れ
、

地
域
経
済
が
し
っ
か
り
と
潤

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
今
後
の
課
題
は
。

　
　
　
葛
巻
な
ら
で
は
の
観

光
資
源
を
充
実
し
て
い
く
こ

と
、
町
内
の
ツ
ー
リ
ン
グ

コ
ー
ス
の
充
実
に
よ
る
観
光

コ
ン
テ
ン
ツ
の
磨
き
上
げ
、

「
観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

や
「
サ
イ
ク
ル
ガ
イ
ド
」
等
、

観
光
地
域
づ
く
り
を
担
う
人

材
育
成
を
進
め
る
こ
と
な
ど

に
よ
っ
て
、
町
の
「
お
も
て

な
し
力
」
を
高
め
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

議
員

町
長

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏにつ

い
て

町
の
文
化
財
行
政
に
つ
い
て

町産材を活用し町の業者が作成した図書棚
（庁舎２階）

500年ほどの歴史がある町指定文化財の
加茂鹿嶋（馬渕）神社(江刈馬渕地区)

約
４
割
を
ま
か
な
い
、
地
下

水
の
利
用
で
水
道
水
の
使
用

量
も
抑
制
で
き
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
無

か
っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
防
犯

カ
メ
ラ
・
電
子
ロ
ッ
ク
な
ど

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
設
備
、

あ
る
い
は
ト
イ
レ
な
ど
の
衛

生
設
備
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

新
た
に
発
生
す
る
管
理
経
費

等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

の
利
用
状
況
な
ど
に
よ
り
管

理
経
費
の
動
向
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。

問

答

令和５年度当町の主要事業等を伺う

ソフト・ハードの各種事業を盛り込む

問

答

町内有形文化財の積極的発信を

周知・意識づけの向上に努める

　
　
　
新
庁
舎
用
の
物
品
購

入
に
係
る
町
内
商
店
か
ら
の

購
入
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
物
品
購
入
に
つ
い
て

は
、「
物
品
の
購
入
等
に
係

議
員

町
長

の
神
社
・
社
が
現
存
し
て
い
る
。

　
指
定
文
化
財
の
管
理
・
修

繕
は
町
条
例
に
よ
り
所
有
者

が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

所
有
者
の
申
し
出
に
よ
り
、

町
で
は
必
要
に
応
じ
て
修
繕

費
の一部
を
助
成
し
て
い
る
。

　
保
守
・
保
全
に
は
、
文
化

財
保
護
委
員
等
に
よ
り
所
有

者
の
理
解
を
得
な
が
ら
必
要

な
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

　
　
　
郷
土
資
料
室
や
歴
史

民
俗
資
料
館
の
入
館
者
が
４

年
間
ひ
と
桁
だ
が
、
教
育
長

は
現
状
を
ど
う
思
う
か
。

　
　
　
　
今
年
度
は
や
や
増

加
し
て
46
名
の
入
館
者
が

議
員

教
育
長

あ
っ
た
。

　
今
ま
で
入
館
者
数
は
低
調

傾
向
で
あ
っ
た
が
、
町
民
や

文
化
財
保
護
委
員
の
意
見
等

を
踏
ま
え
て
、
利
用
者
の
増

加
に
努
め
た
い
。

　
　
　
町
内
文
化
財
の
調
査

研
究
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
、
調
査
・

研
究
の
成
果
と
し
て
「
葛
巻

町
文
化
財
報
告
書
」
を
７
集

発
刊
し
、
８
集
目
「
葛
巻
の

鉄
山
」
の
編
集
作
業
を
進
め

て
い
る
。
博
物
館
の
学
芸
員

に
指
導
・
助
言
を
受
け
な
が

ら
充
実
を
図
り
た
い
。

議
員

町
長
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編

集

後

記

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

10月

11月

12月

3,000円

8,000円

36,000円

（
（
（

平庭闘牛大会もみじ場
所

くずまき大橋完成記念
式典

町Ｐ連表彰受賞祝賀会
ほか

）
）
）

N
o.　
　

202
12
月
定
例
会
議

2023（令
和
５
）年
１
月
４
日
発
行

発
行
　
岩
手
県
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-65-8980　

FAX・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
https://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
しております。一部当たり約72円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は次の定例会議は３３月月３３日（金）日（金）です。です。

　
町
民
の
皆
様
、
寒
い
朝
が
続
く
毎
日
で
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
注
射
は
済
み
ま
し
た
か
。

　
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息

が
見
え
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新
年
で

気
分
を
新
た
に
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
12
月
定
例
会
議
は
新
庁
舎
で
行
わ
れ
要
望
２

件
が
採
択
、
議
案
11
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
活
動
の
任
期
が
残
す
と
こ
ろ
１
年
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
と
も
分
か
り
や
す
く
皆
様
に

親
し
ま
れ
る
よ
う
な
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

町
政
の
現
状
を
お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
。

　
広
報
常
任
委
員
会

委
員
　
姉
帯
　
春
治

く ず ま きく ず ま き のの 笑 顔笑 顔 表紙の紹介

なかよし広場「親子スポーツ教室」参加者

「くずまき議会だより」に対するご意見・感想をお待ちしております「くずまき議会だより」に対するご意見・感想をお待ちしております

　子育て支援センター主催の親子スポーツ教室が、12月16日に葛巻保育園を会場として行わ
れ、親子が参加しました。教室では素足でバランスストーンの上を歩きバランス感覚を養う
メニューが実施されました。子ども達は、スポーツ協会職員指導のもと元気いっぱい遊びな
がらバランス感覚を養っていました。


